
　
令
和
七
年
、
本
校
は
開
校

五
十
周
年
の
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
長
い
歴
史

の
中
で
多
く
の
卒
業
生
が
巣

立
ち
、
社
会
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
春
、
新
た

に
二
〇
三
名
の
卒
業
生
の
皆

さ
ん
が
母
校
を
旅
立
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
五
十
回
生
の
皆
さ
ん
、
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
へ
踏

み
出
す
皆
さ
ん
を
、
同
窓
生

一
同
心
か
ら
祝
福
い
た
し
ま

す
。

　
第
45
回
青
森
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
美
術
部
門
に
お

い
て
、
美
術
コ
ー
ス
２
年
の

竹
ケ
原
圭
太
さ
ん
の
作
品
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
作

品
の
題
名
は｢

花
束｣

で
、

祖
母
を
モ
デ
ル
に
、
２
か
月

間
で
描
き
上
げ
た
。
審
査
員

は
、「
画
面
の
中
に
ど
こ
も

逃
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な

い
」「
時
間
を
か
け
た
だ
け
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
た
人
に
伝

わ
る
の
が
い
い
」
と
画
力
を

評
価
し
た
。
美
術
部
門
で
は
、

美
術
コ
ー
ス
２
年
生
の
大
久

保
龍
眞
さ
ん
が
優
良
賞
に
選

ば
れ
、
２
つ
の
作
品
が
全
国

大
会
に
出
品
さ
れ
る
。

【
竹
ケ
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

　
私
は
自
分
の
作
品
に
自
信

が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
か
ら
常
に
デ
ッ
サ
ン
の
練

習
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

デ
ッ
サ
ン
を
何
枚
描
い
て
も

納
得
の
い
く
作
品
を
仕
上
げ

ら
れ
る
自
信
が
持
て
ず
、
絵

画
作
品
の
制
作
に
は
あ
ま
り

手
を
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
今
回
の
高
総

文
へ
出
品
す
る
こ
と
を
決
め

て
、
自
分
に
自
信
を
持
て
る

作
品
を
完
成
さ
せ
る
固
い
決

意
を
持
っ
て
制
作
に
臨
み
ま

し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
花
束
を
魅

力
的
に
見
せ
る
事
を
意
識
し

て
制
作
し
ま
し
た
。
花
を
美

し
く
見
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

散
乱
し
た
花
達
が
こ
ち
ら
を

見
つ
め
て
い
よ
う
な
、
妙
な

違
和
感
や
不
思
議
な
雰
囲
気

を
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
る
人
に
明
確
に
伝
え

る
た
め
に
私
な
り
に
努
力
し

ま
し
た
。
し
か
し
制
作
の
途

中
で
絵
の
印
象
を
身
近
な

人
々
に
聞
く
と
、
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
捉
え
方
を

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
相

手
に
伝
え
る
事
の
難
し
さ
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
。
リ
ア

ル
に
描
く
だ
け
で
は
伝
わ
ら

な
い
も
ど
か
し
さ
と
戦
い
な

が
ら
制
作
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
と
い
う
結
果
を

聞
き
、
大
き
な
達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま

だ
満
足
い
く
作
品
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
経
験
を
今
後

に
活
か
し
、
過
去
の
自
分
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
更
に

気
持
ち
を
入
れ
て
作
品
制
作

に
臨
み
ま
す
。

　
か
つ
て
特
攻
隊
の
青
年
が

後
輩
へ
遺
し
た
「
人
間
は
死

ん
で
も
、
名
前
は
残
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
牛

馬
を
一
頭
、
鳥
を
一
羽
、
魚

を
一
尾
と
い
う
よ
う
に
、
生

き
物
の
数
え
方
は
死
ん
だ
後

残
る
も
の
に
基
づ
く
の
だ
と

彼
は
説
き
ま
す
。
人
間
が
亡

く
な
っ
た
時
は
「
一
名
」
と

表
現
し
ま
す
。
生
き
た
証

と
し
て
残
さ
れ
る
自
分
の

「
名
」
に
恥
じ
な
い
生
き
方

を
し
て
ほ
し
い
と
語
り
、
青

年
は
戦
地
へ
赴
い
た
そ
う
で

す
。
人
は
い
つ
か
こ
の
世
を

去
り
ま
す
が
、
そ
の
生
き
方

や
行
い
は
人
々
の
記
憶
に
刻

ま
れ
、
語
り
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。
二
高
の
校
歌
の
歌

詞
に
も
、「
我
が
名
刻
ま
ん
」

と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
誓
っ
た
志
を
胸
に
、

世
の
中
に
よ
り
よ
い
働
き
を

し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
名

を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

　
ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
に
も

楽
し
ん
で
挑
戦
す
る
精
神
を

磨
い
て
く
だ
さ
い
。
在
学
中

に
培
っ
た
知
識
や
重
ね
た
努

力
は
、
誰
に
も
奪
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
一
生
の
財
産
で

す
。
し
か
し
、
知
識
や
努
力

だ
け
で
豊
か
な
人
生
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。
人
は
支
え

合
う
こ
と
で
、
正
解
の
な
い

課
題
に
立
ち
向
か
う
大
き
な

力
を
生
み
出
し
ま
す
。
ど
ん

な
環
境
に
あ
っ
て
も
楽
し
み

な
が
ら
学
び
続
け
る
と
と
も

に
、
助
け
合
う
心
を
忘
れ

ず
、
共
に
高
め
合
え
る
人
間

関
係
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ

れ
て
こ
そ
、
人
の
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
の
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
立
派
な
大
人
へ

と
成
長
し
、
豊
か
な
人
生
を

歩
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
同
窓
会
は
母
校
と
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
と
な
り
、
皆
さ
ん
を

い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
日
頃
よ
り
母
校

の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
教
職
員
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
本
校
を
支
え
て
く
だ

さ
る
全
て
の
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
未
来
が

希
望
に
満
ち
た
も
の
と
な
る

こ
と
を
お
祈
り
し
、
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

第45回
　青森県高等学校総合文化祭
　美術部門にて
� 「最優秀賞」受賞

　
二
高
カ
ー
ド
発
行
し
て
4

年
目
を
迎
え
、
活
用
し
て
い

る
会
員
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
城
下
で
画
材
・

額
縁
等
を
取
り
扱
う
、
㈱
彩

画
堂
が
協
賛
店
に
加
わ
り
、

現
在
11
社
18
店
舗
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
創
立
50
周

年
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
で
す
。

　
こ
れ
は
、
本
校
同
窓
生
が

二
高
カ
ー
ド
を
提
示
し
た
際
、

協
賛
企
業
様
に
は
物
品
購
入

や
飲
食
等
の
利
用
額
か
ら
ポ

イ
ン
ト
値
引
き
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
校

卒
業
生
に
限
ら
ず
、
幅
広
い

企
業
の
皆
様
に
二
高
カ
ー
ド

協
賛
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
賛
同
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

携
帯
０
９
０

－

２
０
２
３

－

７
６
３
９

　
　
　
　
相
談
役
住
吉
ま
で

令和７年３月３日
第 32 号

「必要とされる人へ　－学び、挑戦し、支え合う－」
　同窓会会長　岩　渕　義　昭

二
高
カ
ー
ド
協
賛
店　
募
集
中

飛 翔 Ｏ Ｂ 会令和７年３月３日(1) 第　32　号



　
令
和
６
年
６
月
24
日
（
月
）

18
時
よ
り
母
校
会
議
室
に
お

い
て
、
後
援
会
、
同
窓
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
Ｏ
Ｂ
会
、

教
職
員
の
代
表
で
、 

創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
協
賛
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

事
業
と
し
て
、
学
校
図
書
室

の
改
修
、
芸
能
鑑
賞
会
へ
の

協
力
、
記
念
美
術
展
の
開
催
、

教
育
活
動
対
策
事
業
、
記
念

誌
発
刊
、
記
念
式
典
、
祝
賀

会
の
事
業
に
向
け
て
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
９
月
、

皆
さ
ん
に
五
十
周
年
記
念
事

業
の
趣
意
書
、
事
業
計
画
書
、

寄
付
金
依
頼
書
を
郵
送
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
記
念
事
業

の
成
功
に
向
け
て
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
設
立
総
会
で
、

会
長
に
は
、
岩
渕
義
昭
同
窓

会
会
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

他
同
窓
会
関
係
の
役
員
及
び

委
員
会
の
係
は
左
記
の
通
り

で
す
。

☆
協
賛
会
役
員

・
会　
長

�

岩
渕　
義
昭
（
４
回
生
）

・
副
会
長

�

住
吉　
治
彦
（
０
回
生
）

・
副
会
長

�

越
後
林
寛
之
（
21
回
生
）

・
幹　
事

�

石
塚　
利
孝
（
３
回
生
）

・
幹　
事

�

柄
本　
俊
一
（
14
回
生
）

・
監　
事

�

小
泉　
輝
美
（
17
回
生
）

☆
専
門
委
員
会

⑴
財
務
委
員
会

・
委
員
長

�

岩
渕　
義
昭
（
４
回
生
）

・
副
委
員
長

�

住
吉　
治
彦
（
０
回
生
）

⑵
記
念
事
業
委
員
会

・
委
員
長

�

越
後
林
寛
之
（
21
回
生
）

・
副
委
員
長

�

柄
本　
俊
一
（
14
回
生
）

・
委　
員

�

小
野　
善
一
（
４
回
生
）

・
委　
員

�

住
吉
砂
津
貴
（
６
回
生
）

・
委　
員

�

小
幡　
千
裕
（
15
回
生
）

・
委　
員

�

田
中　
　
洋
（
19
回
生
）

・
委　
員

�

楳
内
有
希
子
（
20
回
生
）

・
委　
員

�

西
塚　
　
務
（
26
回
生
）

・
委　
員

�

森　
　
幸
見
（
26
回
生
）

・
委　
員

�
畑　
　
文
子
（
26
回
生
）

・
委　
員

�
越
後
喜
代
志
（
27
回
生
）

・
委　
員

�

千
葉　
貴
紀
（
32
回
生
）

⑶
記
念
誌
委
員
会

・
委
員
長

�

住
吉　
治
彦
（
０
回
生
）

・
委　
員

�

千
葉　
三
代
（
19
回
生
）

・
委　
員

�

藤
澤　
　
諒
（
35
回
生
）

⑷
式
典
・
祝
賀
会
委
員
会

・
委　
員

�

金
田　
真
和
（
36
回
生
）

◎�

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

行
事
日
程

　
令
和
７
年
10
月
４
日�（
土
）

⑴
記
念
式
典　

　
八
戸
公
会
堂

⑵
祝
賀
会　
　

　
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

　
　
　
　
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

　

�

（
詳
細
は
後
日
）

　
昨
年
６
月
16
日
（
日
）
の

同
窓
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
の

近
く
の
「
文
蔵
」
に
お
い
て

関
東
支
部
役
員
会
を
開
催
し
、

次
回
に
向
け
て
の
反
省
会
と

関
東
支
部
役
員
改
選
の
件
で

岩
渕
会
長
同
席
の
も
と
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
に
向
け
て
の
意
見
と

し
て
、
ま
ず
会
場
は
、
駅
か

ら
も
近
く
便
利
な
の
で
、
今

後
も
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

で
の
開
催
が
良
い
。
ま
た
、

50
代
、
60
代
の
皆
さ
ん
か
ら

立
食
で
は
な
く
座
席
に
し
て

ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
、
も
う
少
し
多
く

の
同
窓
生
に
参
加
し
て
も
ら

う
創
意
工
夫
が
必
要
だ
と
の

意
見
も
あ
り
、
今
後
協
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
支
部
役
員
改
選
の
件

は
、
現
、
植
村
義
昭
関
東
支

部
長
が
仙
台
に
移
住
し
て
辞

任
の
意
向
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
協
議
の
結
果
、
現
副
支

部
長
の
大
久
保
平
氏
（
20
回

生
）
が
昇
格
す
る
こ
と
を
内

定
し
ま
し
た
。
正
式
に
は
、

令
和
７
年
３
月
15
日
定
例
総

会
で
選
出
さ
れ
ま
す
。

関
東
支
部
役
員
（
案
）

⑴
支
部
長

�

☆
大
久
保　
平
（
20
回
生
）

⑵
副
支
部
長

�　
永
田　
美
香
（
11
回
生
）

�

☆
濱
谷　
大
樹
（
25
回
生
）

⑶
常
任
支
部
幹
事

　
�

細
見　
恵
美
（
16
回
生
）

�　
原　
　
辰
徳
（
25
回
生
）

�　
藤
好　
佳
子
（
26
回
生
）

�　
吉
田　
悠
馬
（
45
回
生
）

⑷
事
務
局
長

�　
住
吉
砂
津
貴
（
６
回
生
）

⑸
顧　
問

�

☆
植
村　
昭
雄
（
10
回
生
）

⑹
相
談
役

�　
高
森　
　
敏
（
４
回
生
）

�

☆
は
新
任

お
悔
や
み

二
代
目
同
窓
会
会
長

田
中　
　
泉 

様
（
１
回
生
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
第
49
回
関
東
支
部
同
窓
会

が
、
昨
年
６
月
16
日
（
日
）

13
時
半
か
ら
、
東
京
都
千
代

田
区
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
（
私
学
会
館
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
50
名
の
来
賓
、

教
職
員
、
同
窓
生
と
ご
家
族

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
司
会

は
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院

１
年
の
吉
田
悠
馬
（
常
任
幹

事
）
が
進
行
し
ま
し
た
。

　
岩
渕
義
昭
同
窓
会
会
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
２
名
ご
来

賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
し

た
。
初
め
に
黒
坂
孝
校
長
か

ら
、
母
校
の
近
況
報
告
と
４

月
か
ら
高
等
学
校
通
信
制
課

程
を
開
設
し
た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
、
東
京
青

森
県
人
会
柳
田
一
弘
会
長
よ

り
、
東
京
在
住
の
青
森
県
出

身
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
図
り
、
活
動
を

し
て
い
る
と
い
う
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
八
戸
市
東
京
事

務
所
の
齋
藤
千
聖
主
査
よ
り
、

本
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
て
乾
杯
の
ご
発
声
が
あ
り

ま
し
た
。
会
は
今
年
の
卒
業

生
を
中
心
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
中
に
は
20

年
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し
く

語
る
同
窓
生
も
お
ら
れ
ま
し

た
。

　
恒
例
の
豪
華
景
品
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
で
は
、
ソ
ニ
ー
ワ

イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
１
セ
ッ

ト
は
若
い
卒
業
生
に
当
た
り
、

最
後
は
全
員
で
校
歌
・
二
高

賛
歌
を
歌
い
、
令
和
８
年
度

第
51
回
関
東
支
部
同
窓
会
で

の
再
会
を
誓
い
合
い
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

創立五十周年記念事業協賛会 発足
10月４日(土)　記念式典・祝賀会 開催

次
期
　
関
東
支
部
長
に

�

大
久
保
　
平 

氏
　
内
定

第４９回
同窓会in関東（46）開催
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青
森
県
高
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
　
　

全
国
大
会
へ
　
　
　
　

女子サッカー部
青森県高校
サッカー

新人大会　優勝

　
今
年
度
還
暦
を
迎
え
ら
れ

た
細
越
利
幸
先
生
に
、
教
員

生
活
の
思
い
出
と
同
窓
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

☆
こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活
を

振
り
返
っ
て
の
思
い
出
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
や
は
り
、
カ
ナ
ダ
研
修
の

引
率
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
数
学
担
当
の
私
が

英
語
研
修
の
引
率
に
な
っ
た

か
と
い
う
と
、
前
の
年
の
教

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
趣
味
が
特

に
な
い
私
は
適
当
に
、
趣

味
「
英
会
話
」
と
書
い
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。
引
率

し
た
と
き
は
い
ろ
い
ろ
大
変

で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
の
中
で
海
外
旅
行
の
経
験

は
そ
の
一
回
き
り
だ
と
い
う

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
り
が

た
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
と
今
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

☆
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元

気
で
す
か
？
青
森
県
を
離
れ

頑
張
っ
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
五
年
ほ
ど

前
、
日
ご
ろ
の
不
摂
生
と
健

診
結
果
を
甘
く
見
た
た
め
脳

梗
塞
で
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
は
毎
日
リ
ハ
ビ
リ

を
し
て
、
職
場
復
帰
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
健
康
に
気
を
付
け
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
令
和
６
年
４
月
、
二
高
に

通
信
制
の
課
程
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
求
め
る
生
徒
は
、
計
画
的

に
学
び
に
取
り
組
む
、
ま
わ

り
の
人
を
尊
重
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
自
立
・
安
心
・
安

全
を
心
が
け
る
生
徒
で
す
。

　
現
在
、
１
年
次
か
ら
３
年

次
ま
で
合
わ
せ
て
30
人
余
り

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
学
び
の
特
色
と
し
て
、
必

修
科
目
の
ほ
か
に
興
味
と
関

心
に
合
わ
せ
て
科
目
が
選
択

で
き
、
八
戸
工
業
大
学
の
教

員
に
よ
る
教
養
科
目
も
開
講

し
て
い
ま
す
。

　
学
び
の
拠
点
は
３
つ
あ
り
、

５
教
科
を
八
戸
工
業
大
学
の

講
義
室
で
、
実
技
教
科
を
二

高
の
教
室
や
体
育
館
で
学
ん

で
お
り
、
中
心
街
の
番
町
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

学
習
相
談
室
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

s
://w

w
w

.
kodai2-h.ed.jp

　
令
和
６
年
５
月
31
日
か
ら

開
催
さ
れ
た
「
第
77
回
青
森

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
」
に
お
い
て
、
多
く
の
二

高
生
が
活
躍
し
た
。
上
位
入

賞
の
部
活
動
を
紹
介
す
る
。 

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】　

　
大
場
祐
悟
さ
ん　
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
第
２
位
・
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
第
３
位

　
番
沢
元
陽
さ
ん　
男
子
ダ

ブ
ル
ス
第
３
位
、
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
入
り

　
工
藤
帆
稀
さ
ん　
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
第
２
位
・
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場

【
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
】

　
準
優
勝

【
陸
上
競
技
部
】　

　
大
清
水
健
人
さ
ん　
男
子

や
り
投
げ
第
６
位
・
東
北
大

会
出
場

【
卓
球
部
】　

　
木
村
瑠
那
さ
ん　
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
第
10
位
・
東
北
大

会
出
場

【
女
子
バ
ス
ケ
部
】

　
ベ
ス
ト
８
入
り

　
な
お
、
大
会
ポ
ス
タ
ー
に

は
、
本
校
美
術
コ
ー
ス
２
年
、

楠
明
咲
さ
ん
の
作
品
（
写

真
・
左
上
）
が
採
用
さ
れ
た
。

　
令
和
６
年
９
月
14
日
～
16

日
に
、
岩
木
山
総
合
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
行
わ
れ

た
「
青
森
県
高
校
新
人
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、

男
女
テ
ニ
ス
部
の
生
徒
が
男

子
団
体
で
第
３
位
を
獲
得
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
第
１

位
が
大
場
祐
悟
さ
ん
、
第
３

位
に
番
沢
元
陽
さ
ん
が
入
賞

し
た
。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は

第
２
位
に
大
場
・
番
沢
ペ
ア

が
入
賞
し
た
。
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
は
、
工
藤
帆
稀
さ
ん

が
第
１
位
を
獲
得
。
女
子
ダ

ブ
ル
ス
で
は
、
工
藤
帆
稀
・

下
平
ら
ん
ペ
ア
が
第
２
位
で

あ
っ
た
。
大
場
さ
ん
と
工
藤

さ
ん
は
、
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
る
「
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ

ス
大
会
」
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
10
日
に
、

八
戸
市
多
賀
多
目
的
運
動
場

人
工
芝
球
技
場
に
て
青
森
県

高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会
が

行
わ
れ
、
八
戸
工
大
二
高

校
・
八
戸
学
院
光
星
高
校
合

同
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。
同

チ
ー
ム
は
、
東
北
高
校
新
人

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
今

後
の
活
躍
も
期
待
し
た
い
。

二高教員インタビュー
～還暦を迎えた先生からのメッセージ～

令
和
６
年
４
月
よ
り

二
高
通
信
制
課
程　
ス
タ
ー
ト

青森県高校総体　入賞報告
令和６年度
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★
大
建
さ
ん
は
二
戸
に
お
住

ま
い
で
、
旅
館
業
を
営
ん
で

お
ら
れ
ま
す
が
、
女
将
に
な

る
以
前
の
活
動
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

　

以
前
は
、
情
報
誌
の
取

材
、
編
集
に
携
わ
る
仕
事
や

印
刷
関
係
の
仕
事
を
し
て
お

り
、
ゼ
ロ
か
ら
何
か
を
表
現

し
た
り
、
文
章
を
書
い
た
り

す
る
こ
と
に
携
わ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
。

★
女
将
と
し
て
活
動
し
よ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
？

　
結
婚
が
大
き
な
転
機
と
な

り
ま
し
た
。
移
り
住
む
う
ち

に
、
旅
の
一
泊
と
い
う
短
い

時
間
を
ど
う
し
た
ら
も
っ
と

大
切
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る

か
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
常
連
様
の

満
員
御
礼
も
あ
り
、
個
々
に

対
し
て
の
お
も
て
な
し
や
昔

話
、
表
彰
式
な
ど
、
同
じ
一

泊
の
な
い
「
お
も
て
な
し
の

宿
」
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
以
降
は
海
外
か
ら
の
お
客

様
も
多
く
、
世
界
中
の
み
ん

な
の
２
つ
目
の
実
家
と
な
る

べ
く
、
み
ん
な
で
よ
り
い
っ

そ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
磨
き
を
か
け
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

★
高
校
時
代
の
想
い
出
は
？

　

美
術
コ
ー
ス
で
し
た
の

で
、
仲
間
と
一
緒
に
悩
ん
だ

り
、
見
習
っ
た
り
、
自
分
の

壁
を
次
か
ら
次
へ
と
乗
り
越

え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
日
々

が
何
よ
り
も
楽
し
く
て
、
た

く
さ
ん
の
色
の
「
自
分
」
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
時
間
が
過
ぎ
る

ま
で
手
を
カ
ラ
フ
ル
に
染
め

な
が
ら
夢
中
で
キ
ャ
ン
バ
ス

に
筆
を
走
ら
せ
て
い
た
時
間

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
物
事
の
意
味
や
、
由
来
、

ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
か
な

ど
を
考
え
て
は
、
真
っ
白
な

紙
の
世
界
に
向
か
っ
て
ワ
ク

ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
の

宝
物
で
す
。

★
今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
学
生
時
代
か
ら
ず
っ
と
変

わ
ら
ず
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
る
こ
と
」
が
目
標
で

す
。
未
来
を
想
う
と
ワ
ク
ワ

ク
す
る
気
持
ち
は
変
わ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。「
こ
こ
ま
で
」

な
ん
て
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
は
誰

に
も
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、

今
後
も
自
分
に
出
来
る
旅
館

の
お
も
て
な
し
を
日
々
追
求

し
つ
つ
、
思
い
つ
い
た
こ
と

を
百
面
相
の
よ
う
に
取
り
入

れ
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

世
界
中
の
み
ん
な
の
２
つ
目

の
実
家
の
よ
う
な
宿
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
デ
ー
リ
ー
東

北
さ
ん
に
も
月
末
金
曜
日
に

エ
ッ
セ
イ
と
イ
ラ
ス
ト
を
連

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
小
さ
な
宿
で
巻
き

起
こ
っ
て
い
る
小
さ
な
温
か

い
日
常
の
お
話
や
絵
本
を
作

る
こ
と
も
近
い
う
ち
の
夢
の

一
つ
で
す
。

★
今
年
度
卒
業
す
る
皆
さ
ん

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間

だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
卒

業
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分

の
力
だ
け
で
大
小
様
々
な
壁

を
乗
り
越
え
て
、
歩
ん
で
い

く
の
で
し
ょ
う
。
ど
の
道
に

も
、
苦
難
も
困
難
も
必
ず
訪

れ
ま
す
。
し
か
し
ま
た
、
ど

の
道
に
も
希
望
や
喜
び
が

必
ず
絶
対
に
待
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
し
た
て
の
頃
、
実

際
に
私
も
様
々
な
問
題
に
つ

ま
ず
い
て
は
嘆
い
た
り
、
心

が
折
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
そ
れ
は
、
時
が
過
ぎ
れ

ば
た
だ
の
「
石
こ
ろ
」
だ
っ

た
よ
う
に
今
に
な
っ
て
み
れ

ば
感
じ
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た

た
ち
の
未
来
に
、
苦
し
い
時

が
訪
れ
た
と
き
に
は
「
大
丈

夫
！
」
こ
の
三
文
字
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
っ
た

こ
の
三
文
字
で
あ
な
た
は
、

い
つ
だ
っ
て
文
字
通
り
「
大

丈
夫
」
に
な
れ
ま
す
よ
。
自

分
で
自
分
自
身
を
力
強
く
鼓

舞
し
て
、
同
時
に
優
し
く
応

援
し
て
励
ま
し
て
ほ
し
い
の

で
す
。
暗
く
落
ち
込
ん
で
い

る
時
間
な
ん
て
少
し
で
十
分

で
す
。
あ
な
た
の
時
間
を
豊

か
で
素
晴
ら
し
い
人
生
に
す

る
こ
と
は
、
今
の
あ
な
た
に

し
か
出
来
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
、

何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
、
間
違
っ
た
ら
直
せ
ば

い
い
、
ひ
ら
め
い
た
ら
付
け

足
し
て
、
他
の
誰
で
も
な
い

あ
な
た
を
全
力
で
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
心
か
ら
、
心
か

ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！
フ

レ
ー
ッ
！
！
フ
レ
ー
！
！
！

★
最
後
に
同
窓
会
の
皆
さ
ん

へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
、
同
じ
門

を
く
ぐ
っ
て
、
過
ご
し
た
同

じ
16
歳
か
ら
18
歳
だ
っ
た
皆

様
、
日
本
中
、
い
え
世
界
中

で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
タ
イ
ム
マ
シ

ン
が
あ
っ
た
な
ら
ぜ
ひ
同
い

年
の
テ
ィ
ー
ン
時
代
の
皆
様

で
一
同
に
会
し
て
み
た
い
も

の
で
す
ね
。
何
十
歳
に
な
っ

て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
ハ
ン
グ

リ
ー
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

た
い
と
思
え
る
の
は
「
二

高
」
時
代
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
、

先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
も
旅

館
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ら
「
二
高
の
卒
業
生
で
す
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
た
っ

た
そ
れ
だ
け
で
き
っ
と
高
校

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
笑
顔
に
な
る
は
ず
で
す
か

ら
。
み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
と

ご
健
康
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

座
敷
わ
ら
し
の
里

　
　
　
　
金
田
一
温
泉
郷

　
南
部
藩
時
代
よ
り
親
し
ま

れ
て
い
る
岩
手
の
名
湯
、
侍

湯
で
知
ら
れ
て
い
る
お
も
て

な
し
の
宿

◎
お
ぼ
な
い
旅
館

　
岩
手
県
二
戸
市
金
田
一

�

字
湯
田
43

－

５

　
電
話
０
１
９
５

－

�

27

－

２
２
２
１

　
金
田
一
温
泉
駅
よ
り
徒
歩

�

23
分

　
無
料
駐
車
場
30
台
ま
で

八戸工業大学第二高等学校同窓会本部
同窓会担当　田中　　洋

　〒031-8505　八戸市大字妙字大開67番地
　電話0178-25-4311　FAX0178-25-0568
　Ｅメール　p8@kodai2-h.ed.jp

同窓会ホームページ
http://www.kodai2-ob.com/

登録
お願いします。

おぼない旅館　女将　大建（旧姓豊川）　ももこさん（29回生）

活躍する先輩たち
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〈
４
月
〉
５
日
、
第
50
回
入

学
式
を
挙
行
。
２
０
３
名
が

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

〈
５
月
〉
19
日
、
館
鼻
岸
壁

特
設
会
場
を
発
着
点
に
行
わ

れ
た
「
第
43
回
八
戸
う
み
ね

こ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
に
、

生
徒
56
名
、
教
職
員
４
名
が

「
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
着
順
な

し
」
に
出
場
し
た
。
当
日
は
、

今
年
最
高
気
温
を
記
録
し
た

が
、
体
調
を
崩
す
生
徒
も
な

く
、
全
員
無
事
に
完
走
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
二
高
創
立

50
周
年
を
記
念
し
、
来
年
も

出
場
す
る
予
定
。

　
31
日
よ
り
「
第
77
回
青
森

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
テ
ニ
ス

競
技
で
は
、
大
場
祐
悟
さ
ん

が
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
２
位

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲

得
、
工
藤
帆
稀
さ
ん
が
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
第
２
位
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
競
技
で
は
、

女
子
が
準
優
勝
。
陸
上
競
技

で
は
、
大
清
水
健
人
さ
ん
が

男
子
や
り
投
げ
第
６
位
で
東

北
大
会
出
場
権
を
獲
得
。
卓

球
競
技
で
は
、
木
村
瑠
那
さ

ん
が
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
10

位
で
東
北
大
会
出
場
権
を
獲

得
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
で
は
、
女
子
が
ベ
ス

ト
８
入
り
し
た
。
ま
た
、
美

術
コ
ー
ス
楠
明
咲
さ
ん
の
作

品
が
同
大
会
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
県
高
校
総
体

開
会
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。

【
詳
細
は
３
頁
】

〈
６
月
〉
14
日
、
本
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
体
育
祭
を
実
施

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
来

賓
・
保
護
者
の
皆
様
に
見
守

ら
れ
る
中
、
高
校
生
・
中
学

生
と
も
に
照
り
つ
け
る
太
陽

に
も
負
け
ず
、
学
年
の
枠
を

超
え
て
楽
し
く
生
徒
会
企
画

の
競
技
に
取
り
組
ん
だ
。
今

年
度
は
激
闘
の
末
、
桃
軍
が

優
勝
に
輝
い
た
。

〈
７
月
〉
14
日
～
15
日
、
二

高
祭
・
附
属
中
祭
を
実
施
し

た
。
各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表
や

展
示
、
文
化
部
の
発
表
ほ
か
、

模
擬
店
や
バ
ン
ド
演
奏
、
名

物
二
高
プ
ロ
レ
ス
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
多
く
の
来

場
者
で
大
盛
況
だ
っ
た
。

　
27
日
～
28
日
に
、
東
北
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
附
属

浅
虫
海
洋
生
物
教
育
セ
ン

タ
ー
に
て
臨
海
実
習
を
行
っ

た
。
今
年
は
中
高
合
同
で
実

施
し
、
計
21
名
が
参
加
。

　
２
日
と
も
雨
天
の
た
め
屋

外
で
の
実
習
は
中
止
と
な
っ

た
が
、
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
の
発

生
、
ホ
タ
テ
の
解
剖
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
観
察
な
ど
、
実

際
に
観
察
・
考
察
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
30
日
～
31
日
に
、
東
北
大

学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
、
ま
た
、
東
北
学
院

大
学
・
東
北
福
祉
大
学
・
東

北
文
化
学
園
大
学
を
見
学
、

模
擬
講
義
を
受
講
し
た
。
ま

た
、
河
合
塾
仙
台
校
に
も
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
学

入
試
に
向
け
て
の
進
学
講
演

会
を
聴
講
し
た
。

〈
８
月
〉
１
日
～
２
日
、
番

町
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
「
ば
ん
ら
ぼ
」
に
て
、
八

戸
三
社
大
祭
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
40

名
が
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ん
だ
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
今
年
も
日
本

語
・
英
語
の
観
光
案
内
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
三
社
大

祭
観
光
記
念
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

の
作
成
の
ほ
か
、
今
年
は
虎

舞
い
や
獅
子
舞
い
、
山
車
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
の
作
成
を
行
っ
た
。

地
元
の
方
の
み
な
ら
ず
、
国

内
外
か
ら
観
光
に
い
ら
し
た

方
々
に
も
来
場
い
た
だ
い
た
。

　
同
日
、
八
戸
工
業
大
学
が

主
催
す
る
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
１

年
生
の
一
貫
コ
ー
ス
お
よ
び

進
学
コ
ー
ス
、
２
年
生
の
総

合
進
学
ク
ラ
ス
理
系
の
生
徒

計
80
名
が
、
八
戸
工
業
大
学

の
各
学
部
・
コ
ー
ス
の
講
義

を
受
講
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
し
た
。

〈
９
月
〉
14
日
～
16
日
に
、

岩
木
山
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
て
行
わ
れ
た
「
県

下
高
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
」
に
お
い
て
、
男
女
テ

ニ
ス
部
の
生
徒
が
各
種
目
で

入
賞
。【
詳
細
は
３
頁
】

〈
10
月
〉
20
日
に
、
館
花
岸

壁
朝
市
に
て
開
催
さ
れ
た

「
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
」
に

て
、
鮫
・
蕪
島
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
有
志
６
名

が
、
観
光
マ
ッ
プ
の
配
布
と

観
光
ガ
イ
ド
を
行
い
、
た
く

さ
ん
の
朝
市
来
場
者
の
方
に

お
受
け
取
り
い
た
だ
い
た
。

　
26
日
～
27
日
に
、
八
戸
市

で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
ま
ち

あ
る
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て
、

鮫
・
蕪
島
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
生
徒
13
名
が
、

八
戸
市
の
観
光
案
内
を
行
っ

た
。
26
日
は
、
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち
に

て
、
ま
ち
あ
る
き
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
て
日
本
各
地
で

の
ま
ち
あ
る
き
の
事
例
や
ガ

イ
ド
に
関
す
る
お
話
を
傾
聴

し
た
ほ
か
、
二
高
観
光
ガ
イ

ド
の
活
動
内
容
紹
介
を
行
っ

た
。
27
日
は
、
館
花
岸
壁
朝

市
で
の
観
光
マ
ッ
プ
配
布
お

よ
び
観
光
ラ
ッ
プ
を
披
露
し
、

そ
の
後
ま
ち
あ
る
き
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
者
の
方
に
葦
毛

崎
・
白
浜
海
岸
・
種
差
海
岸

の
３
か
所
で
観
光
ガ
イ
ド
を

行
っ
た
。

　
30
日
に
、
高
校
１
年
生
が
、

青
森
県
が
主
催
す
る
「
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
夢
想
伝
講

座
」
を
受
講
し
た
。
講
義
で

は
、
青
森
県
警
察
さ
ま
、
青

森
地
方
検
察
庁
八
戸
支
部
さ

ま
、
八
戸
海
上
保
安
部
さ
ま
、

財
務
省
函
館
税
関
八
戸
税
関

支
署
さ
ま
、
デ
ー
リ
ー
東
北

新
聞
社
／
東
北
の
デ
ザ
イ
ン

社
さ
ま
、
株
式
会
社
ヴ
ァ
ン

ラ
ー
レ
八
戸
さ
ま
、
医
療
法

人 

弘
仁
会
於
本
病
院
さ
ま
、

株
式
会
社
よ
こ
ま
ち
・
よ
こ

ま
ち
ス
ト
ア
さ
ま
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
青
森
県
内
で
活

躍
し
て
い
る
方
々
か
ら
、
職

業
選
択
に
お
い
て
重
視
す
べ

き
こ
と
や
、
仕
事
を
す
る
意

義
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い

た
。

〈
11
月
〉
第
45
回
青
森
県
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
部

門
に
お
い
て
、
美
術
コ
ー
ス

２
年
生
竹
ケ
原
圭
太
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
。
そ
の
ほ

か
「
優
良
賞
」（
全
国
大
会

出
品
）
に
大
久
保
龍
眞
さ
ん
、

「
優
良
賞
」に
坪
川
理
紗
さ
ん
、

「
奨
励
賞
」
に
舛
沢
み
ひ
ろ

さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

〈
12
月
〉
13
日
、
東
北
地
方

環
境
事
務
所
環
境
対
策
課

の
金
鋼
一
氏
を
お
招
き
し
、

「
気
候
変
動
に
つ
い
て
考
え

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
気
候

変
動
の
ミ
ス
テ
リ
ー
」
を
開

催
し
た
。
附
属
中
生
と
高
校

生
合
わ
せ
て
23
名
が
参
加
し
、

人
間
の
生
活
や
社
会
問
題
と

気
候
変
動
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

　

21
日
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
・
東
北
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
お
い
て
、

２
年
生
の
樋
口
雄
飛
さ
ん
と

古
里
み
る
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
優
秀
賞
（
第

２
位
）
を
受
賞
し
た
。

〈
１
月
〉
17
日
、
１
年
生
全

ク
ラ
ス
を
対
象
に
奥
中
山
高

原
ス
キ
ー
場
に
て
ス
キ
ー
教

室
を
実
施
し
た
。

　
31
日
～
２
月
２
日
、
美
術

コ
ー
ス
作
品
展
が
八
戸
市
美

術
館
に
て
行
わ
れ
、
千
三
百

人
を
超
え
る
来
場
者
に
ご
覧

い
た
だ
い
た
。

―
他
多
数
の
活
動
を
実
施
。

令
和
７
年
度
新
幹
事
決
定

　
〈
八
戸
地
区
幹
事
〉

１
組　
中
野　
昊
汰

２
組　
奥
村　
海
彩

３
組　
畑
中　
美
玖

４
組　
大
谷
地
叶
援

　
　
　
木
村　
瑠
那

５
組　
小
笠
原
杏
華

　
　
　
関
野
い
ろ
は

６
組　
中
居　
有
悟

　
　
　
工
藤　
春
奈

７
組　
清
水　
悠
斗

　
　
　
赤
坂　
莉
亜

８
組　
新
山
馨
乃
咲

　
　
　
安
ケ
平
雪
衣

　
〈
関
東
地
区
幹
事
〉

１
組　
髙
橋　
凜
子

２
組　
石
橋　
咲
佳

３
組　
相
畑　
陽
人

４
組　
中
野　
桜
甫

　
　
　
小
向　
健
矢

５
組　
木
谷　
歩
夢

　
　
　
小
林　
瑠
依

６
組　
高
松　
拓
士

　
　
　
髙
橋　
里
佳

７
組　
小
林　
　
歩

　
　
　
竹
内
咲
太
郎

８
組　
新
堂　
月
愛

　
　
　
前
田　
楓
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度　

主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
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卒
業
生
か
ら
の
声

「
二
高
だ
か
ら
こ
そ
」

�

小
川　
　
暁

　

二
高
で
過
ご
し
た
三
年
間

で
得
た
様
々
な
経
験
に
よ
り
、

私
自
身
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
子
ど
も

食
堂
な
ど
の
地
域
活
動
に
参

加
し
た
。
以
前
か
ら
「
誰
か

の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う

想
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

「
も
っ
と
広
い
世
界
を
知
り

た
い
」
と
い
う
私
の
願
い
を

叶
え
る
た
め
、
英
語
検
定
の

取
得
に
励
み
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
の
異
文
化
体
験
に
参

加
し
た
。

「
充
実
し
た
３
年
間
」

�

中
村　
奏
良

　

私
は
、
二
高
に
入
学
し
て

か
ら
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
私

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
の
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

活
動
と
科
学
愛
好
会
で
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研

究
で
あ
っ
た
。

　

小
学
校
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
私
は
、
高
校
入
学
後
も

様
々
な
場
所
に
遠
征
し
て
、

大
会
に
出
場
し
た
。
大
会
の

結
果
は
良
か
っ
た
と
は
言
え

な
か
っ
た
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
通
し
て
、
諦
め
な
い
忍

耐
力
と
怖
く
て
も
一
歩
を
踏

み
出
す
勇
気
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

二
高
で
は
、
勉
強
だ
け
で

な
く
部
活
動
、
学
外
学
習
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
私
の
想
い

や
願
い
は
、
高
校
生
活
を
二

高
で
過
ご
せ
た
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
た
と
言
え
る
。
さ
ら

に
、
研
修
中
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
罹
っ
た
時
や
、
大
学

受
験
で
四
苦
八
苦
し
た
時
な

ど
は
、
先
生
方
か
ら
の
励
ま

し
や
大
き
な
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
糧
に
、

次
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
、
自
信
を
持
っ
て
歩
ん
で

い
き
た
い
。
先
生
方
、
三
年

間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
研
究
に
お
い
て
は
、
物
事

を
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
発
表
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
海
洋
環
境
問

題
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
た
。
昨
年
は
、
高
分

子
学
会
年
次
大
会
に
参
加
し

て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
多
く
の
体

験
の
中
で
も
、
こ
の
発
表
が

高
校
で
の
一
番
の
思
い
出
と

な
っ
た
。

　

最
後
に
、
充
実
し
た
３
年

間
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
両
親
と
、
温
か
く
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
第
50
回
同
窓
会
記
念
と
し

て
、
デ
ビ
ッ
ド
・
マ
シ
ュ
ー

ズ
八
戸
ト
リ
オ
と
オ
ペ
ラ
で

活
躍
し
て
い
る
山
内
政
幸
氏

と
の
コ
ラ
ボ
で
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
デ
ビ
ッ
ド
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

氏
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
３
度
受

賞
の
伝
説
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
す
。
現
在

八
戸
に
在
住
し
て
お
り
、
本

場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
ズ

を
八
戸
市
内
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
教

え
て
い
ま
す
。
八
戸
ト
リ
オ

の
ド
ラ
ム
は
、
紅
白
歌
合
戦

で
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
演
奏

し
て
い
た
相
馬
登
氏
、
ベ
ー

ス
は
、
久
保
沢
清
吾
氏
（
２

回
生
）
で
八
戸
ジ
ャ
ズ
楽
団

の
代
表
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ト
リ
オ
と
コ
ラ
ボ
す

る
の
は
、
オ
ペ
ラ
で
活
躍
し

て
い
る
山
内
政
幸
氏
（
18
回

生
）
で
司
会
と
歌
を
披
露
し

ま
す
。
50
周
年
記
念
と
し
て

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
日　
程　

　
令
和
７
年
８
月
11
日(

月)

⑴
第
24
期
光
彩
会
総
会　

　
15
時
～
15
時
半

⑵
記
念
演
奏
会

　
16
時
半
～
17
時
半

　
会
費　
無
料

⑶
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー　

　
18
時
～
20
時
半

　
会
費　
同
窓
生
二
千
円

（
ご
家
族
、
49
・
50
回
生

�

無
料
）

　
ご
来
賓
六
千
円

　
参
加
希
望
者
は
、
指
定
席

に
な
り
ま
す
の
で
事
前
申
込

が
必
要
で
す
。

◎
会　
場

　
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
八
戸
市
吹
上

�

一
丁
目
15

－

90

　
電
話　
０
１
７
８

－

�

43

－

１
１
１
１

◎
申
込
締
切
日　

　

令
和
７
年
７
月
25
日(

金)

必
着
で
参
加
希
望
者
は
、
二

次
元
コ
ー
ド
で
申
込
で
き
ま

す
。

第50回
八工大二高

同窓会納涼パーティー
日時　8月１１日㈪ ＰＭ6：00～
会場　八戸パークホテル
会費　￥2,000

（同伴の方及びご家族は無料です）

詳しくは、同窓会事務局長住吉まで
FAX 0178-46-1571携帯 090-5846-7145

八戸工業大学第二高等学校同窓会
豪華景品が当たる！

藤原歌劇団
日本オペラ協会

こちらの
二次元コードを
ご覧ください。

第50回同窓会
記念演奏会 申込み
二次元コード

第50回同窓会　記念演奏会
David Matthews　八戸トリオ＆オペラとのコラボ

　　　今春卒業・昨年卒業生（49･50回生）　　　　　　　会費無料

飛 翔 Ｏ Ｂ 会 (6)令和７年３月３日 第　32　号


